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[2016年10月4日(火)]  

○昨日のトップニュースは何といっても『大隅良典氏にノーベル賞』であった．僅かな期間ではあっても，同 

じキャンパスでの時間を共有させて頂いたと云うだけで大変誇らしい気持ちになるから不思議なものである．

正確に云うと同氏は東工大の卒業生ではなく，同じくノーベル賞受賞者の白川秀樹氏が研究業績を認められ

る前に東工大を去られたのとは逆に，充分な研究業績を積まれた上で東工大に迎えられた方である．それは

ともかくとして，大変素晴らしいと思うのは，大隅氏の「みんなでよってたかってやる競争が私はあまり好

きではない．むしろ，誰もやっていないことを見つける楽しみが研究者を一番支える」「顕微鏡観察という

自然現象を大切に扱う地道な作業の中から，世界で初めてオートファジー(自食作用)を肉眼で捉えることが

できた」「今，科学が役に立つというのが数年後に企業化できることと同義語になっているのは問題．役に

立つという言葉がとっても社会を駄目にしている．実際，役に立つのは10年後，100年後かもしれない」と云

うコメントの数々である．今朝の東京新聞社説には『ノーベル医学賞 やはり大切な基礎研究』と題して，

以下のような論説が掲げられていた．「大隅良典・東工大栄誉教授にノーベル医学生理学賞が贈られること

が3日，決まった．がんなどの治療につながると期待される研究だ．これで日本人のノーベル賞受賞は3年連

続．共に喜びたい．自然科学系のノーベル賞は受賞者を3人まで選ぶことができ，単独受賞は少ない．大隅さ

ん1人が選ばれたというのは，業績の大きさとユニークさを示している．受賞理由のオートファジーとは，生

物が細胞の中にたまった不要な物質を分解して再利用するリサイクルシステムのことだ．単細胞生物の酵母

で解明した．ここまでは基礎的な研究だが，大隅さんは対象を哺乳類に拡大．研究成果ががんやアルツハイ

マー病などの病気や老化の研究にも貢献することを示した．近年，世界中で幅広い領域で研究が進んでいる．

大隅さんが成功のカギとして語っていることがおもしろい．「人のやらないことに挑戦する」「はやりでな

いことをするのが私の信条」．「顕微鏡を飽かずに眺めていた」とも．研究内容は分からなくても，楽しそ

うに研究する姿が目に浮かぶ．そして「まだ基本的な問題が解明されていない」と語っている．奥が深い．

研究が大きく進展したのは1996年から2009年まで在籍した基礎生物学研究所(愛知県岡崎市)のときだ．研究

環境や人に恵まれたという．同研究所は77年，基礎生物学分野における中核的な国立研究所として設立され，

国際的に高く評価されるような研究が期待されていた．ノーベル賞受賞者は初めてだが，今後も期待したい．

興味深いのは，大隅さんは東大教養学部卒業で，医学者ではない．ノーベル医学賞の日本人受賞者は4人にな

ったが，第1号の利根川進・米マサチューセッツ工科大教授(87年)は京大理学部，昨年の大村智・北里大特別

栄誉教授は山梨大学芸学部で，医学部卒業は山中伸弥京大教授(12年)の神戸大医学部だけだ．科学を大きく

前に進める研究は，必ずしも「この道一筋」である必要はないようだ．山中教授も臨床から基礎研究に戻っ

ている．日本は最近，論文数が減り，有名大学の国際的な評価が落ちている．政府は大学改革や科学研究費

の配分見直しに熱心だが，目先の成果を求める傾向がある．今回の受賞を機に，基礎研究の重要性や独創的

な研究を生み出した環境に思いを巡らしてほしい．」 

○同じく今朝の東京新聞社説には『首相「拍手」促す 三権分立に反しないか』と題する以下の論説が掲げら 

れていた．「行政府の長である首相が，行政機関に対する称賛を，立法府である国会の場で議員に促すこと

は適切だろうか．国会は国権の最高機関でもある．首相の振る舞いは，三権分立に反してはいないか．臨時

国会が召集された9月26日午後，安倍晋三首相の所信表明演説が衆院本会議で行われた．演説終盤，首相は日

本の領土，領海，領空を守り抜く決意を強調した上で，最前線で「極度の緊張感に耐えながら，強い責任感

と誇りを持って任務を全うする」海上保安官や警察官，自衛隊員に「今この場所から，心からの敬意を表そ

う」と，議場の議員らに拍手するよう促したのである．首相の呼びかけに応じたのだろう．自民党議員が一

斉に立ち上がって拍手し続け，大島理森議長が着席を促し，ようやく収まった．その光景に「北朝鮮か中国

共産党大会のよう」(小沢一郎生活の党共同代表)な異様さを感じた人も多かったのではないか．民進，共産，

日本維新の会の三党が「極めて異常な事態」と自民党側に抗議したのは当然である．国境警備や災害救助な

どの危険な任務に当たる自衛隊員らに対して，国民の多くはもちろん敬意を持ち，感謝の念を抱いている．

2015年に行われた内閣府による世論調査で，自衛隊に「良い印象を持っている」人が92%に上るのも，その証

左だろう．かといって，首相が自衛隊などに敬意を表すよう，国会の場で議員に促すのなら話は違ってくる．

そもそも首相は行政府の長であり，自衛隊の最高指揮官だ．その立場にある者が国会議員に対し，自らの指

揮下にある部隊や隊員らに敬意を表すよう促すのは，行き過ぎとの誹りは免れまい．首相は自民党総裁であ

り，国会議員から首相を選ぶ議院内閣制だとしても，「行政府の長」が「立法府の長」のように振る舞うの

は三権分立に反する．国会は内閣の下部組織や翼賛機関ではない．自民党側は「自然発生的」と釈明してい



阿蘇山中岳の噴火で降った火山灰に覆われた阿蘇市内[10/8 午後, 10/9 付け
東京新聞社会面より]．中央に熊本地震で被災したままの阿蘇神社が見える． 

るが，首相官邸側の働き掛けがあったのなら言語道断だ．首相は，自らの振る舞いの異常さを認識すべきで

あろう．起立，拍手した議員の側にも問題があることも指摘したい．自民党内から「ちょっとおかしい.自然

じゃない」(小泉進次郎衆院議員)との声は漏れてはくるが,「安倍一強」ともされる政治状況下,首相に過度

に同調し,疑問を抱かない鈍感さが蔓延しているのなら，深刻である．」 

○もう一つ，右に掲載させて頂いたのは，やはり今朝 

の東京新聞“本音のコラム”であるが，鎌田慧氏は 

かねてより，わが国の原発政策のお粗末さを鋭く追 

及している．このような矛盾を抱えながらも何故， 

原発を止められないかと云えば，先日の衆院予算委 

員会で追及された稲田防衛相の「日本も将来的に核 

保有を検討すべきだ」との雑誌対談での発言も，政 

府自民党の偽らざる気持ちの反映であり，昨年の安 

全保障関連法案の強行採決や憲法の改定草案まで， 

全てがリンクしているようで，非常に気持ちが悪い． 

 

[2016年10月14日(金)] 

 一週間余，自宅を留守にしている間に，注目すべき

新聞記事や論説をいくつか見つけたので，備忘録に残

しておきたいと思い，以下に列記させて頂いた． 

○10月5日の東京新聞“本音のコラム”では，斎藤美奈 

子氏が『脱力の町長選』と題して，伊方原発で悪名 

高い伊方町の町長選について苦言を呈していた．結 

果的には伊方原発推進派の候補者が，伊方原発の停 

止・廃炉を求める対立候補に圧勝したのであるが， 

斎藤氏の疑問は，伊方原発の再稼働に多くの国民が 

反対しているにも関わらず,たった6千人余の民意で 

日本の命運が左右されることに対する割り切れなさ 

であった．全く同感で，同じことは他地域の原発についても云えることである． 

○同じ日の東京新聞夕刊“大波小波”欄には『「上を向いて歩こう」の真実』 

と題するエッセイが掲載されていた．永六輔作詞・中村八大作曲で坂本九氏 

が唄った「上を向いて歩こう」が実は1960年の安保闘争で亡くなった樺美智 

子氏への鎮魂歌だったと云う話は，どの程度知られているのか．筆者がこの 

ことを知ったのは, 佐藤剛著『上を向いて歩こう－奇跡の歌をめぐるノンフィ 

クション(小学館文庫,2015)』 

のお蔭であり，また，樺美智子 

氏の事件については，ご尊父の 

樺俊雄氏が『「文藝春秋」で読 

む戦後70年(文春ムック2015)』 

に『60年安保闘争時の不慮の死 

－嵐の議事堂に消えたわが娘』 

と題する手記を残されているこ 

とも，最近知ったことである． 

○10月8日未明には，阿蘇山の中岳 

第一火口で爆発的噴火が36年ぶ 

りに発生した．地震災害・豪雨 

災害に続く第三の自然災害が， 

極めて短期間のうちに同一地域 

を襲ったわけで，地元の方々の 

ご心労は察するに余りある．右 

の報道写真によれば，中央に見 



える阿蘇神社は４月の熊本地震で被災してから 

半年後の今日まで，被災した社殿に手を加えた  

痕跡は全く認められず，その上を火山灰が覆っ 

ている無残な状況が見て取れる． 

○10月9日付け東京新聞の山口二郎氏の『不公平な 

ゲーム』は，安倍首相や菅官房長官が何かにつ 

け「適切に処理している」「問題ない」と答弁 

することに対して怒っている．政治資金パーテ 

ィーかなにか知らないが，正確な金額を自分で 

記入するので白紙領収書を受け取ることは問題 

ない，とのことであるが，いくらなんでもそれ 

はあり得ない．永田町の常識は世間の非常識と 

揶揄されるゆえんであろう． 

○同じく10月12日付け東京新聞の斎藤美奈子氏の 

『あきれた判決』は，勤務先の学校で旧姓使用 

を認めないのは人権侵害に当たるとして女性教 

諭が起こした訴訟で請求を全面的に退けた東京 

地裁を批判したもので「東京地裁は社会の動き 

にも女性の人権にも興味がないんだろうね」と 

痛烈に皮肉っている． 

○10月14日付け東京新聞の佐藤優氏の『キリスト 

教信仰と九条』は，柄谷行人氏の「占領軍の外 

圧によって押し付けられた憲法九条の理念は， 

日本人の無意識を支配することになっているの 

で，改憲勢力がいかに主観的に憲法九条を改正 

しても日本人の集合的無意識の力によってそれ 

は阻止される」との考えを引用しつつ「集団的 

自衛権を部分的に可能にする法制が整えられて 

も，今までと変化がない」のではないかとの佐 

藤氏の考えを述べている．柄谷行人氏の『憲法 

の無意識』については以前(6/23,9/22)にも触れ 

させて頂いたが，なかなか難解なところがある． 

○10月13日付け東京新聞の記事(右下)によれば， 

政府の地震調査委員会は「相模トラフ」沿いで 

巨大地震が発生した場合の，関東地方における  

長周期地震動の予測地図を試作公表したとのこ 

とである．想定地震は大正関東地震と，房総沖 

も含めた元禄関東地震の二つを考えており，周 

期２秒に注目すると，小田原市や八王子市の揺 

れが大きく，20階相当のビル頂部の速度応答は， 

小田原市で2m/s超，八王子市で2m/s弱とのこと 

で，この結果は東京都庁や神奈川県庁での応答 

値を大きく上回っているように受け取られる． 

筆者がこの結果に強い違和感を持ったのは，小 

田原市はともかくとして，何故，八王子市の応 

答量が東京湾岸地域のそれよりも大きくなるの 

かと云う点である．何故なら，八王子は1923年 

の関東地震において，殆ど被害を受けなかった 

地域として知られているからである．地震調査 

委員会の原資料に当たって判ったことは，上記 
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の評価は表層の柔らかい地盤をはぎ取った工学的基盤という位置で行っているそうで，もし軟弱地盤の影響 

を考慮するならば，場所によっては数倍ないし10倍程度の増幅率を右の分布図に上乗せする必要があり，も 

はや八王子市の心配などしていられないのではないかと思われる．このことを新聞記事を書かれた記者さん 

はどの程度ご存知なのかと心配になる．もし，周期７秒とかそれ以上の長周期問題を議論するのであれば， 

表層地盤の影響はそれほど気にしなくても良いのかも知れないが，周期２秒を長周期問題に含めるからやや 

こしいことになる．この責任は気象庁や地震調査委員会にある．実はもう一つ，周期２秒に関しては重大な 

問題が隠れている．それは建築業界が周期２秒に反応しやすい20階建て前後のビルをバブル期に量産してき 

たからで，東京首都圏(もちろん他の地域にも)にはその当時に建設されたビルが今も沢山残っているはずで 

ある．何故，振動周期２秒のビルを量産したのか．その当時は建設場所にふさわしい入力地震動を選別して 

耐震設計に用いるといった技術レベルには程遠く，幾つかの観測地震動を標準地震動として利用することが 

一般に行われていた．当然のことながら，建設場所の地盤条件とは関係なく，経済効率の良い標準地震動の 

スペクトルの谷間が狙われることとなり，それが周期２秒であったからに他ならない．このような過去の経 

緯から，周期２秒が本当に卓越する場所が何処なのかを知っておくことは，首都圏の既存ビルの耐震性評価 

にとって極めて重要な，喫緊の課題であると考えられる．その意味で，今回，周期２秒が注目されたことは 

大変有難いことではあるが，そうであるならば表層地盤の影響を無視することはできないのではなかろうか． 

 

 2016年10月14日  文責：瀨尾和大 

 


